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子ども大学かわごえの使命
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一に教育、二に教育、三に教育
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キャッチアップ型教育
 模倣・暗記･つめこみ
 失われた２０年

教育改革

先進国型教育
 創造と思考中心
 未来志向的教育



教育改革の一案
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 ドイツの子ども大学
 2002年に誕生

子どもが感じる疑問
 根源的 「なぜ？」

 自然現象

 社会現象など

大学教授
 知的好奇心に応えて

 大学レベルの課題を

 やさしく教え

 学問する楽しさを

 学ばせる



子ども大学かわごえ（ＣＵＫ）
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 学生
川越や鶴ヶ島近郊の小学生
 4年～6年生を対象

 教員
大学教授

東京国際大学、尚美学園大学、東洋大学、
その他の大学の教授

一流実務専門家

 教室
川越の３大学
大学レベルの課題
やさしく教え、学ぶ楽しさを体験

2008年12月
川越で誕生



子ども大学かわごえの特長
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①未来志向型考える教育

②わが国初の子ども大学

③川越市民がつくった
「市民立」大学、「地域の申し子」

④教育の３本柱
「はてな学」 ≒大学教育

「生き方学」 ≒社会教育

「ふるさと学」≒家庭教育



子ども大学かわごえを支えるスタッフ
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特別理事 的川泰宣（ＪＡＸＡ名誉教授）

理事長 酒井一郎（早稲田大学特別研究員）

学長 遠藤克弥（東京国際大学副学長）

理事 望月 修（東洋大学工学部教授）

理事 矢倉泰久（教育ジャーナリスト）

理事 粂原恒久（蓮馨寺住職）

理事 小谷野和博（川越商工会議所副会頭）

役員＆会員 ６８名
全員がボランティアで各自専門技術を駆使

紹介誌、校歌、校旗、WEB、ポスターなど



授業活動
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1. 正規授業

月に１回土曜日の午後２～４時

５０分授業２コマ

第７期末まで３４回の授業実施

のべ出席者数子ども ２８４９人 保護者 １５１１人

2. 特別授業

「なぜ亀の甲は６角形か？」のワークショップ

「ものづくり教室」など１１回実施、1402人の子どもが参加。
「ミニかわごえ」こどものまち学園祭では１400人の子どもが
参加。



子ども大学かわごえ（授業風景）
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子ども大学かわごえ（教授陣）
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子ども大学かわごえ（特別授業）
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実施した正規授業のタイトル

 なぜ飛行機は空を飛ぶことができるか？

 なぜ人の命を奪ってはいけないか？

 なぜ多数決で決めるのか？

 なぜハチの巣は６角形か？

 なぜ世界地図は同じではないのか？

 異文化コミュニケーションを楽しもう！

 オリンピック聖火ランナーのヒミツ？

 おカネはどこから来てどこへ行くのか？

 なぜ電車の席はすみから埋まるのか？

 なぜ世界には豊かな国と貧しい国があるのか？



飛行機授業のクイズ

質問： なぜコンドルの頭は禿げているか？

回答：①風を切って飛ぶのに気持がよいから

②格好がよいから

③頭を洗うのが面倒だから

④体のバランスを取るのによいから

⑤髪の毛が目に入らないから



子ども（学生）の授業感想
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 学校では聞けない話がたくさん、とても面白い。

 新しいことを一杯知った。

 もっといろいろな話を聞きたい。

 この世界は、不思議で一杯なんだなぁ・・・。

 あたりまえのことはない！と思った。

 教室の雰囲気が大学らしくていい気分だった。



保護者の授業感想
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 小学校では教えない新しいことが沢山出てきて、
子どもが後で辞書やインターネットで調べるよう
になった。

 授業を受けた結果、何事に対してもよく考え、質
問するようになった。

 自分の興味のないことには関わろうとしなかった
が、何事にも食いついてみるという姿勢が出てき
た。

 授業で一緒に聞いたことを後で親子で話し合う
のが習慣になった。



特別授業

 「ものづくり教室」

「ミニかわごえ」こどものまち

パソコンを分解して学ぶ「環境学習」

「エコプロダクツ」環境展示会訪問

ＪＡＸＡ筑波宇宙センター訪問

トトロの森訪問

廃棄物処理施設 石坂産業見学
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ものづくり教室（１）

 授業

教室 埼玉県川越工業高等学校

教師 同川越工業高校生徒

学生 子ども大学かわごえ学生

プログラム

機械科 金属飛行機の製作

電気科 ＬＥＤランプの製作

化学科 スライムづくり

建築科 蔵づくり模型の組み立て

デザイン科 エコバッグ製作
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ものづくり教室（２）
感想

学生
(小学生)

楽しかった。家でも作ってみたい。
金属で飛行機を作ってうれしかった。
はんだ付けが印象に残った。
お姉さんたちがいっぱいほめてくれてうれしかった。

生徒
（高校生）

子どもたちの作っている姿がかわいかった。
教えることの大変さを知りました。
小学生の発想が面白くて勉強になりました。

保護者 年々生徒さんの教え方が上手になっている。



学園祭「ミニかわごえ」こどものまち

子ども大学「生き方学」の社会体験版

子ども（小学生～高校生）が主役になって自立的にまちづくり

「労働と消費」の職業活動体験をする

大人は舞台づくりで、子どもの活動を支援

ドイツ「ミニ・ミュンヘン」こどものまちの

理念と方法を参考に開催
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学園祭「ミニかわごえ２０１４」

開催日時 ２７年３月１４日（土）＋１５日（日）
午前１０時～午後４時

会 場 川越市内蓮馨寺境内

こども市民 小学校生から高校生

まちの構成 ものづくり区＋公共区＋

消費区 合計約７０店舗

入場料 ６００円／日

地域通貨 まちの中では“コエド”のみ流通
１時間の労働の報酬 ＝１０コエド
１０コエドに対する税金＝２コエド
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「ミニかわごえ」の成果

来場者

子ども－小学生 １４００人／２日

中高生 １５０人／２日

おとな（含大学生） ９３０人／２日

合計 ２４８０人／２日

まちづくり協力者

ジュニアスタッフ ７０人

大人サポーター１００人
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平成２７年度授業計画
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■正規授業

6月27日 世界の学校と子どもたち
子ども大学かわごえ
遠藤克弥学長

東京国際大学

7月25日 働くということ
東京大学
玄田有史教授

尚美学園大学

9月19日 農地の中に広がる宇宙
尚美学園大学
横山和成教授

尚美学園大学

10月24日 なぜ森は人間にとって必要か？
東洋大学
小瀬博之教授

東洋大学

11月21日 憲法と私たちの暮らし
東京工業大学
池上彰教授

川越南文化会館

12月19日 21世紀における宗教の意味☆ 蓮馨寺
粂原恒久住職

蓮馨寺講堂

1月23日 2020オリパラの主役は君だ！
東京国際大学
木原慎介専任講師

東京国際大学

2月27日 小惑星探査機はやぶさ２
JXAはやぶさ2

吉川真ミッションマネージャ
尚美学園大学



ＣＵＫ事業活動の推移
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年度 収支合計 伸び率％ 学生数 伸び率％ 会員数 伸び率％

２０ １，２３０ － １１６ － １５ －

２２ ３，０２３ ６４ １７２ ７２ ５５ ５７

２３ ３，７４９ ２４ １８３ ６ ５７ ４

２４ ６，４８２ ７３ １８４ １ ６２ １１

２６ ９，１８１ １４ １８６ １ ６８ １１



ＣＵＫ事業活動（ＮＰＯ大賞）
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子ども大学かわごえは優秀賞を受賞！

平成２３年１月



博報賞とは、児童・生徒の「豊かな人間性育成」には子ども
たちと日々直接向き合う教育実践者の役割が非常に大きく、
児童・生徒に対する日常の教育現場で貢献・努力されている
、学校・団体・教育実践者を顕彰することを通して、児童教育
の現場を活性化させ、支援することを目的としています。
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2012年９月２８日
博報財団より博報賞（教育活性化部門）を

受賞しました。
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表彰理由
地域の複数の大学の教員や専門家と連携して小学生（４学年
から６学年）を対象に創発的な授業を行っている。子どもたちに
新しい知的世界への目を開かせ、興味を喚起し将来の夢を動
機づけ・気づきを与え、知的好奇心を刺激することを目的として
いる。

全国各地で、それぞれの地域をより良くしようと頑張る団体、個
人を表彰することにより、地域づくりへの情熱や想いを高め、豊
かで活力ある地域社会の構築を図ることを目的としている。

平成２４年度地域づくり総務大臣表彰
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平成２５年７月ソロプチミスト日本財団から受賞、下記のよ
うな評価を得た。

川越市および鶴ヶ島市を中心とする地域の小学４
年生から６年生を対象に大学レベルの授業を行っ
ている。

「はてな学」、「生き方学」、「ふるさと学」を通して、

子どもたちの全人格的育成に努めている。

公益財団法人ソロプチミスト日本財団
「社会ボランティア賞」
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平成２５年度

あしたのまち・くらしづくり活動賞

• 彩の国コミュニティ協議会
(会長上田清司埼玉県知事)から、ＣＵＫのあし たのま
ちやくらしづくりに関する積極的な活動 を評価して優
秀賞を受賞した。

• 公益財団法人 あしたの日本を創る協会
各都道府県新生活運動等協議会、読売新聞東京
本社、ＮＨＫ共催

本協会から振興奨励賞を受賞。



今後の展開

量から質への展開
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１．知育と
全人格的
教育

２．生涯
学習と親
子共学

３．財政
のスリム
化

４．ＮＰＯ
経営の効
率化

５．子ども
大学の普
及



１．知育と全人格的教育

教育の目的：全人格的教育

「はてな学」 ≒ 学校教育

理論学習の正規授業・講義

「生き方学」 ≒ 社会教育

ものづくり教室、ミニかわごえ

「ふるさと学」 ≒ 家庭教育

親子共学、保護者の生涯学習
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２．生涯学習と親子共学

教室における親子受講・共学

親子学セミナー

親子学研究会

講師との懇談会
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３．財政のスリム化

財政（収支合計）の推移

平成２２年 ３，０２３千円

平成２３年 ３，７４９千円 （① １，１２０千円）

平成２４年 ６，４８２千円 （② ３，０８２千円）

平成２６年 ９，１８１千円 （③ ５，９７１千円）

平成２８年 ３，０００千円

注：①ＡＧＳ社寄付金＆カメイ財団助成金

②・③ボーイング社理科支援助成金
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ＣＵＫ（ＮＰＯ）の財政

 授業料収入 １，０８０千円

＠６,０００円ｘ１８０人

 収支合計 ３，０００千円

 収入差額（２００万円）の補てん

収入 寄付金、賛助会費、事業収入

経費 会員や講師の無償サービスによる節約

 ＣＵＫ教育サービス

営業ベースで試算したら、最低５万円～６万円

人件費 会員、講師

施設費 家賃、教室借用料

32



４．ＮＰＯ経営の効率化

量から質への転換

助成金経営からの脱却

ＮＰＯにおける全員経営の必要性

年間@6000円の授業料で

それの何倍もの教育サービスを提供できる理由

・寄付金、助成金、会費

・会員と講師の無償サービス＊

＊保護者１８０人全員の協力が不可欠、

このため保護者会員制度を制定・実施。
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５．子ども大学普及活動
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わが国におけるＣＵＫ型子ども大学の普及と

教育改革に努める

①埼玉県内に４０校以上の子ども大学が開校

②鎌倉、群馬、横浜でも子ども大学が活躍

③冊子発行等による宣伝・普及活動

④講演等を通した積極的広報活動



最後に
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子ども大学の卒業生から

将来ノーベル賞受賞者が

出ることを期待 !!


